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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成24年８月９日に提出いたしました第93期第１四半期(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30

日)四半期報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告

書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部  【企業情報】

第４  【経理の状況】

１．【四半期連結財務諸表】

【会計方針の変更等】

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

　
第一部  【企業情報】

第４  【経理の状況】

１．【四半期連結財務諸表】

【セグメント情報】

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は    を付して表示しております。

第一部  【企業情報】

第４  【経理の状況】

１．【四半期連結財務諸表】

【会計方針の変更等】

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

　
(訂正前)

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益はそれぞれ108百万円増加しております。なお、報告セグメントごとの影響額につきましては、セグメント情報等

に記載のとおりであります。
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(訂正後)

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益はそれぞれ30百万円増加しております。なお、報告セグメントごとの影響額につきましては、セグメント情報等に

記載のとおりであります。

　

　
第一部  【企業情報】

第４  【経理の状況】

１．【四半期連結財務諸表】

【セグメント情報】

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　
(訂正前)

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、当第１四

半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価

償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更しておりま

す。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「懸架ばね」のセグメント利益が75百万円増

加し、「シート」のセグメント利益が８百万円増加し、「精密部品」のセグメント利益が13百万円増加し、「産業機器

ほか」のセグメント利益が10百万円増加しております。

　
(訂正後)

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、当第１四

半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価

償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更しておりま

す。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「懸架ばね」のセグメント利益が18百万円増

加し、「シート」のセグメント利益が４百万円増加し、「精密部品」のセグメント利益が４百万円増加し、「産業機器

ほか」のセグメント利益が３百万円増加しております。
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